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１ 平塚市総合計画大学生ワークショップの概要 

（１）開催趣旨 

 「平塚市総合計画大学生ワークショップ（以下、「大学生ワークショップ」という。）」は、 

「（仮称）次期平塚市総合計画」を策定するに当たり、若い世代と未来につながるまちづくりに関す

る意見交換を通じて、参加した大学生が社会経験を積むとともに、本市が今後まちづくりを進める

基礎資料とするために開催した。 

 

（２）開催日時、場所 

  日時：令和５年２月 13日（月） 10時～12時 

  場所：平塚市役所本館６階 619会議室 

 

（３）出席者 

  東海大学：政治経済学部 経済学科  大熊 一寛 教授 

       ゼミ生（大学３年生）４人 

  平塚市 ：産業振興課１人 環境政策課１人 企画政策課２人、 

 

（４）当日プログラム 

  １．開会 

  ２．大学生による研究成果発表 

  ３．質疑応答、意見交換 

  ４．閉会 

 

（５）概要 

東海大学政治経済学部経済学科の大熊一寛教授のゼミにおいて、大学３年生９人がデータを使い、

平塚市の産業構造を分析した。主な内容は以下のとおり。 

・産業連関表やスカイラインチャートを用いて分析し、見えてくる課題などを話し合う。 

・ゼミ生９人が２グループ（「ア 地域」と「イ 企業」）に分かれて発表する。 

 

ア 地域：再生可能エネルギーの導入による地域経済への波及効果を分析 

  ・太陽光発電事業が実施されたらどうなるか。経済にどのような影響があるか。 

  ・他の自治体（小田原市）と比較する。 

 

イ 企業：自動車産業がＥＶ化した時の経済、環境への影響を分析 

  ・自動車産業がＥＶ化した場合、生産額や雇用への影響はどうか。 

  ・市域での分析は困難なため、県単位で分析する。 
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２ 大学生による研究成果発表 

（１）再生可能エネルギーの導入による地域経済への波及効果を分析 

ア 発表資料 

（東海大学政治経済学部経済学科 大熊一寛教授ゼミ生作成発表資料 

「2050年カーボンニュートラル実現に向けた小田原市の太陽光発電の政策―平塚市との比較」） 
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イ 主な内容 

・県内でも多くの環境施策を実施している小田原市との比較 

小田原市は「太陽光パネルの設置を促進する補助金」「ゼロ円ソーラー事業」「ＥＶシェアリ

ング事業」など、カーボンニュートラルに向けた取組を推進している。 

・平塚市の特徴～スカイラインチャートから～ 

各産業の生産額の構成比（横軸）では、上位から「不動産」「商業」「サービス部門」「医療・

福祉」となっており、重要な位置を占めている。 

一方、域内生産による自給率（縦軸赤線）では上位から「輸送用機械」「産業用電気機械」と

なっており、地域内の需要を満たすだけでなく地域外からも収入を得ていることが分かる。 

 

（東海大学政治経済学部経済学科 大熊一寛教授ゼミ生作成発表資料 

「2050年カーボンニュートラル実現に向けた小田原市の太陽光発電の政策―平塚市との比較」から抜粋） 

 

・平塚市と小田原市の産業構造の比較 

エネルギー関連分野のデータを比較すると平塚市の産業用電気機器産業は、小田原市よりも

自給率が高く、また生産量も多くなっている。一方、民間用電気機器とその他電気機械産業

では、両市ともに移輸入超過（収支が赤字）となっている。 

建築・建設補修、その他対事業所サービス業も大きなシェアを占めており、産業構造に多く

の共通点がある。 

・太陽光発電の平塚市における地域経済波及効果 

太陽光発電の導入による地域経済への影響は、直接効果だけでなく各部門への波及効果も期

待できる。 

平塚市の太陽光発電の設備投資段階での経済波及効果と、運営段階（１年間当たり）で生じ

る波及効果はともに、小田原市を上回ると試算結果が出た。 

・これは、平塚市の産業用電気機器やはん用機械産業は小田原市よりも自給率が高く、また生

産量も多くなっていることが理由と考えられる。 

・このことからも平塚市の太陽光発電の導入には、高い将来性があると結論付けた。 
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＜その他の内容＞ 

・平塚市には、電気産業及び関連する電気機器産業に確固たる基盤が整っている。また、太陽

光発電事業に緊密に関わる建築・対事業所サービス・公共事業などの産業も整っている。 

・建築段階でも運営段階でも経済効果が期待できる。 
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（２）自動車産業がＥＶ化した時の経済、環境への影響を分析 

ア 発表資料 
（東海大学政治経済学部経済学科 大熊一寛教授ゼミ生作成資料 

「電気自動車化による社会への諸影響（抜粋）」） 
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イ 主な内容 

・神奈川県の乗用車の生産額を４部門に分割した場合に、内燃機関車が 77.4％を占めている。 

・自動車産業がＥＶ化した場合の影響（現在の産業構造が変わらないと仮定） 

経済波及効果は、電気機械部門はプラス、自動車部品・同付属品が大きくマイナスとなり、

トータルで見ると、減少幅が増加幅を上回ってマイナスとなる。 

⇒県内生産額の割合の多くを占める内燃機関車が減るほどマイナス幅が大きくなる。 

 

  
（東海大学政治経済学部経済学科 大熊一寛教授ゼミ生作成発表資料 

「電気自動車化による社会への諸影響」から抜粋） 

 

・ＥＶ化することで不要となる部品は、エンジン部品、駆動・伝達及び操縦部品、電装品・電

子部品が挙げられる。 

・神奈川県内で約 1,700人の雇用が失われる可能性がある。 

    

（東海大学政治経済学部経済学科 大熊一寛教授ゼミ生作成発表資料 

「電気自動車化による社会への諸影響」から抜粋）  
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（３）質疑応答・意見交換 

ア 主な内容 

・平塚市の太陽光導入の経済的効果が高いとの報告は、今後の後押しになる。 

・平塚市は製造業が盛んであるため、製造業における脱炭素化を進める必要がある。 

・市内企業の中には、太陽光とガスコージェネレーションを導入して、自給率を高めている企

業もある。 

・2050年のゼロカーボンの実現に向けては、個別事業だけではなく、様々な組み合わせで考え

る必要がある。 

・太陽光発電の導入は工場の屋根への設置が考えられるため、開発行為とセットで考える必要

がある。 

 

イ その他の内容 

・製造業における排出量は多いことから、排出量取引の取組に取り組む考えはあるか。 

⇒2030 年や 2050 年を見据えて取り組む必要性は認識しているが、すぐに取り組める状況で

はない。 

⇒カーボンプライシングから考えると様々な角度から研究が必要である。産業構造が今後ど

のように変化するかを見極める必要があり、将来を見据えた業種転換も必要となる。 

・市民の行動変容に向けた情報提供の方法 

⇒地球温暖化に対する意識が薄く、日常生活の中で意識している人は少ない。問題意識を持

つように情報提供することが必要である。 

 

（４）大熊教授による総評コメント 

・市の将来像を考える上で、経済社会全体の変化の潮流を視野に入れることが重要。その一つ

として、カーボンニュートラルに向けた経済と産業の変化が平塚市にとってどのような意味

を持つかを考えるために、再生可能エネルギーの拡大と自動車の EV 化の二つの側面に着目

した分析に取り組み、その結果を報告して議論させていただいた。 

・産業連関表による推計の結果、太陽光発電事業を導入した場合の経済波及効果は、近隣の他

の自治体よりも大きいとの結果が得られた。事業に伴って建設やメンテなどの需要が発生す

るが、平塚市には機械などの関連産業が多く立地しているため、域内生産の増加につながる

可能性が高いためである。他方で、自動車のＥＶ化が進むと、自動車部品などの需要が減少

し、地域経済に相当程度のマイナスの影響が生じる可能性があることも確認された。今回の

推計は、学生が学習しつつ行ったものなので、細部の正確性が十分に確認できているわけで

はないが、以上のような結論の方向は間違っていないはずである。 

・将来に向けて地域経済の自立的な発展を図っていく上で、再生可能エネルギーによる経済効

果と域内経済循環のポテンシャルを活かすとともに、重要な位置を占めている自動車産業の

動向を注視していくことは、重要な課題であると思われる。 

・今回の大学生ワークショップが、そうした点についての情報提供に少しでもつながれば幸い

だが、何よりも大学生にとって、地域経済を分析し行政の方々と意見交換をさせていただく

という、またとない貴重な学びの機会をいただいたことに、感謝申し上げたい。  
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（５）当日の様子 
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